
令和4年度シラバス 歯科衛生士科
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自由記載

備考

9.精神保健の現状を理解する
10.国際保健の課題を理解する

1.健康の定義と予防原則を理解する
2.環境/食品と健康の関係を理解する
3.感染症の予防対策を理解する
4.地域保健の組織と方法を理解する

5.母子/学校保健の重点を理解する
6.産業と成人保健の方法を理解する
7.高齢者の保健と福祉を理解する
8.災害時歯科保健の課題を理解する

なし

自由記載

参考文献

書名 著者・編集者名 出版社名

デンタルスタッフの衛生学・公衆衛生学 第1版 末髙武彦　他 医歯薬出版株式会社

自由記載

教科書

書名 著者・編集者名 出版社名

平常点

その他

レポート

小テスト

種別 割合 評価基準・その他備考

定期試験 100%

地域と職場における成人の健康管理 （１１章・１２章）

老人保健と老人医療 （１１章）

介護予防と老人福祉 （１１章）

こころの健康と精神衛生 （１３章）

成績の評価法と基準

食品と健康　栄養確保と食品衛生 （６章）

生活習慣と健康 （７章）

地域保健の組織とその進め方 （８章）

母子保健: 母性保護と育児（９章）

学校保健: 学校保健と保健教育 （１０章）

衛生統計・人口ならびに健康の指標 （２章）

環境の健康影響と環境保全対策 （３章）

疾病の原因と予防手段をさぐる方法としての疫学の考え方 （４章）

感染症（1）　感染と感染予防 （５章）

感染症（2）　感染症と院内感染予防 （５章）

授業の目的・概要

授業の到達目標

授業計画

内容

予防医学という考え方の原則とその背景 （１章）

疾病の発生予防（一次予防）、早期発見と早期対処（二次予防）、進行阻止とリハビリ（三次予防）の各段階を通して、個人の生涯、集団の規模、
地域の特定に応じた、健康リスクを軽減する方法論を習得する。科学的な考え方を育み、地球規模の健康問題に対する理解と、保健・医療・福祉に
おける専門家の役割を理解し、問題発見から問題解決を見据えた態度・習慣を身につけ、個人や地域の特性に応じた実践を担う判断力、生命と人格
を尊重した健康政策と対人関係を形成しつつ問題を解決する能力を身につけることを目的とする。

時間数（単位数） 授業回数 年次 開講時期

30 15 回 1 年次 前期

神戸総合医療専門学校

科目名 授業形態 担当教員名

衛生・公衆衛生 講義 新庄　文明


